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令
和
元
年
度　

石
川
県
教
育
委
員
会
優
良
公
民
館
表
彰
を
受
賞
し
て

　
 

温
故
知
新
「
納
涼
盆
踊
り
大
会
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
む
新
し
い
取
り
組
み
」

羽
咋
市
立
粟
ノ
保
公
民
館

成
27
）
年
に
23
年
振
り
に
復
活
さ
せ
た

納
涼
盆
踊
り
大
会
で
あ
る
。
青
年
団
を

中
心
と
し
、
町
会
、
各
種
団
体
か
ら
な

る
実
行
委
員
会
は
地
域
活
性
化
に
も
貢

献
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
年
は
、

校
下
の
粟
ノ
保
小
学
校
の
生
徒
と
保
護

者
を
主
な
参
加
対
象
と
し
て
納
涼
花
火

大
会
を
開
催
し
、
好
評
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
環
境
問
題
に
関
し
て
は
、
地

域
内
の
長
者
川
・
志
雄
川
及
び
貯
水
池

の
生
き
物
調
査
、
千
里
浜
の
ク
リ
ー
ン

運
動
等
に
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
、
地
球
環
境
の
改
善
目
標
と
し
て

国
際
連
合
が
定
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ど
う

こ
れ
ら
に
協
働
さ
せ
る
か
が
新
し
い
目

標
で
あ
る
。
小
・
中
学
生
と
父
兄
を
含

あ
り
、
単
独
チ
ー
ム
編
成
が
難
し
く
羽

咋
小
学
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
伝
統
を

引
き
継
い
で
い
る
。　

　

ま
た
、
地
区
の
西
側
は
千
里
浜
海
岸

に
接
し
、
砂
丘
地
の
農
業
と
し
て
ス
イ

カ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
大
根
そ
し
て
ル

ビ
ー
ロ
マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
作

り
も
盛
ん
で
あ
る
。

２
．
公
民
館
の
概
要

名　
　

称　

羽
咋
市
立
粟
ノ
保
公
民
館

所 

在 

地　

羽
咋
市
兵
庫
町
タ
46
番
地

建
物
設
置

　

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年
７
月
１
日　

敷　
　

地　

６
４
７
・
１
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
（
約
１
９
０
坪
）

建　
　

物　

木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　

３
２
０
・
１
㎡
（
約
97
坪
）

職
員
の
状
況　

館
長
（
会
計
年
度
任
用
）、

　

主
事
１
名
（
会
計
年
度
任
用
）

主
な
教
室

　

 

リ
ズ
ム
運
動
・
ダ
ン
ス
、
筋
ト
レ
、

笑
い
ヨ
ガ
＆
骨
盤
体
操
、
卓
球
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、着
物
リ
メ
イ
ク
、パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
編
み
物
、
ウ
ク
レ
レ
、

英
語

３
．
特
色
あ
る
公
民
館
活
動　

　

羽
咋
市
制
15
周
年
を
記
念
し
て
１
９ 

７
３
年
（
昭
和
48
）
年
８
月
に
制
定
さ

れ
た
市
民
憲
章
に
基
づ
き
、
地
域
活
動

の
中
核
と
な
る
べ
く
多
面
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

最
も
大
き
な
事
業
は
２
０
１
５
（
平

１
．
羽
咋
市
及
び
粟
ノ
保
地
区
の
概
要

羽
咋
市
人
口

　

２
０
、９
１
３
人

　
　
　
　
（
令
和
３
年
２
月
１
日
現
在
）

年
齢
別
人
口

　

65
才
以
上　

８
、３
５
３
人

　

高
齢
化
率　

３
９
・
９
％

　
65
～
74
才　

３
、８
９
７
人　

18
・
６
％

　
75
才
以
上　

４
、４
５
６
人　

21
・
３
％

市
立
公
民
館　

10
館
プ
ラ
ス
１
分
館　

粟
ノ
保
公
民
館

　

町 

会 

数　

６

　

地
区
人
口　

２
、０
８
１
人

　

世 

帯 

数　

８
１
５

　

粟
ノ
保
地
区
は
大
正
時
代
末
に
小
学

校
で
始
め
ら
れ
、
以
後
能
登
地
区
や
県

大
会
で
何
度
も
優
勝
を
果
た
し
た
と
い

う
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
町
と
し
て
知

ら
れ
、
平
成
時
代
に
入
っ
て
も
、
小
学

生
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん

で
あ
っ
た
。
が
、
近
年
、
児
童
数
減
も

（

（
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む
三
世
代
が
、
千
里
浜
（
塵
浜
）
の
ゴ

ミ
回
収
体
験
、
気
候
変
動
が
与
え
て
い

る
地
元
の
農
業
へ
の
影
響
等
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
始

め
る
の
が
近
道
か
も
し
れ
な
い
。
国
連

が
当
面
の
目
標
と
す
る
２
０
３
０
年
に

は
、
今
の
小
・
中
学
生
に
溌
溂
と
し
た

地
域
の
活
力
源
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い

の
だ
か
ら
。
今
年
は
残
念
な
が
ら
ま
だ

実
施
で
き
て
い
な
い
。

４
．
活
動
の
成
果
と
今
後
の
課
題　

　

町
会
、
各
種
団
体
の
世
話
役
が
固
定

化
し
、
一
部
の
人
た
ち
に
負
担
が
か
か

り
過
ぎ
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
的
に
見

て
も
、
町
会
毎
に
各
種
行
事
へ
の
関
わ

り
方
に
偏
り
が
見
ら
れ
、
特
定
の
町
会

に
負
担
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

新
し
い
移
住
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
者
も
い

る
の
で
、
高
齢
者
へ
の
配
慮
の
み
な
ら

ず
、
青
壮
年
層
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ

る
努
力
が
一
層
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
く

に
、
男
性
に
は
各
種
行
事
へ
の
参
加
を
、

女
性
に
は
参
加
に
加
え
て
、
会
長
・
副

会
長
等
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
も
期
待
し
た

い
。

１ 

貧
困
を
な
く
そ
う

２ 

飢
餓
を
ゼ
ロ
に

３ 

す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

４ 

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

５ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

６ 

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

７ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に 

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

８ 

働
き
が
い
も 

経
済
成
長
も

９ 

産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
作
ろ
う

10 

人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

11 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

12 

つ
く
る
責
任 

つ
か
う
責
任

13 

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

14 

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

15 

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

16 

平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

17 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
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